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サービスを含むビジネスシステムへの 進化と 

トランスフォーメーション 
究 所の 

0 浮 谷由里子 ( 日本アイ。 ビー。 エム ) , 平林祐治 ( 清水建設 ) , 丹羽 清 ( 東大総合 ) 

これまで製品開発、 プロジェクト 実行を中心に 行な 

っていた企業で、 計画立案、 運用管理等のサービスを 

含むト一 タか なビジネスシステムへの 進化が起こっ 

ている。 そのビジネスモデルの 変化について 

設業の例をとりケーススタデイを イ 〒なう。 こ 
ビジネスシステムの 進化に伴 j 

オ ー メーション、 ビジネスモデ ノ 

す 。 このようなビジネスシステム 俺重ィぬ こ そ半う 研究所 

のトランスフォーメーションの 構造をモカ 堵ヒし 、 今 

後の研究の方向性を 議論する。 
キ一タード     テ 一ビヌ 。 研究所。 ビジネスプロを ヌ " 

イ / ベーシヨンプロセス 

五丁菜箸製造業において 製品開発を主とするビジ 

ネスモデルからサービスを 含むト一 タか なビジネス 

、 ンステム ヘ 貢献をする企業へとビジネスモデルの 進 

ィ 巴が起こっている。 最初に 、 T 。 建設業における 特 

定企業の例をとり、 ビジネスモデルの 変遷を示す。 次 

に、 それらサービスビジネス 変巷 両者のとほ咬を 行なう。 

それに伴う変化の - つの例として 五丁企業のビジネ 、 
スの サービスシフトに 伴う研究所のトランスフォー 

メーションを 紹介する。 また建設業に 関連する新し。 

ビジネスモデルの 例 とその病院ビジネスにおけるビ 

ジネスモデル 適応をとりあ げ。 建設業における E 苦業 

の S ㊤の、 適応を試みる。 最後に。 今後の研究の 方向性 
ほ ついて議論を 行な       

な トピックをあ げる。 9 五年に「サービス。 カンパニ 

一 」宣言をした 後、 9 3 目 こは ソフトウェア。 サービ   

スに 関連する要員が 製造 ( に 関連する要員を 上 

ソフトウェア。 ザ 

一 ビスに関車する 売り上 @%; 売り上げと同等 
になった。 

る 要員帖木工 甜 ) 

) と 建設業 ( 清水建設 ) を例にと 
ネ スモデルの変遷を 示 

り 関連のない業種と 思 

われがちだか、 今回の研究を 通して モデ / レ サ % を行なっ 

てみたところ 多数の類似点を 見出した。 先ずは 1 丁企 

業の例から見ていく。 

サービスの売り 上げ変化 (1 
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に 於ける 91 年以降のサービスへの 新しい取 

り組みをまとめる。 先ず製品開発に 放いてメンテナン 
スザービスに 加え製造ラインのアウトソーシンバ 等 
を含むエンジニアリンバ 枝 テクノロジーサービスが 

始まり、 その上流工程であ る計画段階を 支援するコン 
ザル ヴ一 ションも行なわれている。 

サービスに 愁 いても S 吏 ( システム。 インテバレー 

ション ) から 5 ㊤ ( ストラ テ ジック。 アウトソーシン 
グ ) 。 ビジネスコンザルテーションといったオファリ 

ングが追加された。 企業買収によって 新しいサービス 
領域であ るビジネスコンサル す一 ションが開始され。 
Ⅰ S ㊤等の開発手法、 契約形態確立によりサービ 

ス 規模拡大されね 

図 4  サービスの 広 ； ; り     
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1875 年 @ こ 請負業形式の 確立の後、 それを 基 こした ビ   

、 ジネスが整った。 その後 55 年間建築請負が 中 ，ひ であ 

り、 19 ㏄年に土木事業、 7 を年 不動産業、 終年エ 
ンジニアリンバ 業 へとバリューチェーンを 拡大した。 

建築業界の環境として、 " 建築市場。 建築産業の現 

状 ど 将来展望特別調査委員会報告概要。 2004 年 7 月 " 

によると。 世一ク時総兆円をこえた 建築市場ま 、 2 

兆円を割り込 ザ 今後成尋鮎生会へ 
が進むという。 新規市場 対 維持。 改修など 

ック 市場の割合は 日本 8 : 2 もこ対して、 ョ一 

ロジ パ 1 : 車 @ こ なっており一番成熟した 地域であ る 

ョ一 ロッ，海妃日本も 近づいて L 、 くと考えられる。 ま 

た建築発注へのコスト 意識も高くなり。 取引関係重視 
からコスト重視による 敏 耳が増え。 建設プロジェク㌻ 

の コストの透明性やリス 
が重要 @ こ なる。 建築需要の 

ティア需要の 増加に対して、 今後発注者支援。 維持。 

改修、 用途変更、 都市再開発など 建設に付帯する サ 一 
案市場立 

ほぼ 壬 兆円規模であ り国内での売り 上げが大部分をし 

めるドメスティックな 産業であ る。 建物のライフサイ 

ク ノレもさ ㏄年から f60 年であ り、 ライフサイクルコス㌃ 

をシミュレーションして、 長期的な保全計画に 基づめ 、 

て ライフザイクル。 バリュー を 向上させる新たな サ一 
ビス市場を創生することが 必要であ る。 

図 5 建設業のサービス せヒ ( 清水建設 ) 
ライフサイウル。 ' 河 " ヱ " 七宿 " 

運営、 。 " テナ " ス " かか "" スト 

スの変遷について、 

顧客の要求の 変 ィヒ 市場の変 ィ ヒ企業の変化の 点から 
比較を行なう。 

客のためのプロジェ 

クト支援 (S 正文 チま 請負による建設 ぅ @ ま既 @ こ あ り、 今 

一 30 一 



後 建築業における 運営管理を含めたサービス、 計画立 

案コンザルゲーションの 広がりが注目される。 1 ギ イ 

ンフラの管理について 企業のコアビジネスでない 場 

合 。 自社で保安手すること 性 はないと判断し。 そ 
れに伴い 5 ㊤ ( ストラ テ ジックアウトソーシンバ ) 等 

の サービスが広がってきている。 同様に建築業に 放い 

ても、 建 築及び管理の 社内での保持から 外部 専 
門家による支援。 管理の モデ / め ; 考えられている。 そ 

の例として病院事業への PF 至適応を考える。 

図 6 病院事業の現状 

図 6 に示すよ う に。 現状のモデルで は 。 建設、 建物 

メンテナンスあ るいは給食等は、 病院経営のコアビジ 

ネスであ る医療に対してノンコアと 位置付けられる 

ものの、 病院経営上のリソースを 費消する一方、 事業 

計画の収支上の 不確定要因としてリスクを 内包ずる 
形となっている。 

図 7 病院事業へ PFU 及び証券化適応した 場合 

斧斤 互 

一 
このようだお @ 院事業への ギむ薗広 が求められている 

背景として、 顧客サイドの 要求変化の実状について 見 

てみよう。 例えば、 公立病院の経営については。 
主体であ る地方自治体の 財政状況の逼迫によって、 地 

方 自治体独自での 病院施設建設資金の 調達が困 と 

なっている。 
ここで。 ㌘がⅠのストラクチャ 一について簡単に 説 

明しておくことにする。 地方自治体は、 民間の事業主 

体 に対して公立病院用土地の を 一定期間 ( 例え 
年間 ) 与える見返りに 病院用建物を 

@  長期のリース 契約によって。 建 
完了した病院用建物の 使用権 を得ると同時に 賃料を 
支払うことになる。 
これによって " 地力自治 困ま 病院用 
調達。 建物メンテナンス、 さらには調達した 資金の返 

済 計画などの、 管理業務から 開放されることになる。 
さらに。 。 リネン。 ザ プライなどのノンコア 業務 
についてもアウトソーシンバを 活用することで。 内部 

の経営リソースのフリーアップも 可能となる。 このよ 

うに、 ノンコア業務についてはストラ テ ジック 

ト ソーシングによって。 事業計画田ま 単純な費用 

化が可能となる。 
当然ながら。 その上 な 収益管理がなさ 

ければ意味がなむ㌔その るのが。 経営管理 

ステム 化 だが。 そこでもアウトソーシンバ こ よってノ 

ン コア業務については 単純 ること 
で 。 システム構築上のリソー コアビ   

ジネスに関連した 分野に集中できることになるが " こ 

れも S ㊤の重要な 副次 効果とひへえる。 またこの枠組み 

において建築業が S0 提供者として、 建物のライフザ 

イクルを見据えた 建物管理と周辺業務のサービスを 

提供する役割を 担 う ことが可能であ る " 

く 市場環境は成熟市場であ り。 その 
ため新規案件から 維持。 改修のストック 市場への 

及び、 コスト重視の 取 5l が増加している。 一方 重 T 
の環境は " 成熟 ヒの 進行は同様だか、 建築業がドメス 

ティックな市場と づ ことに対して。 ト一マス。 フリ 

一 ドマンの " T ㎏ 0 ぢ おす s 田 a げで述べられている 

1 下葉においては 世界規模でのコスト 

が進んでいろ。 同じインフラ 業い T 、 

とい えども。 - 方はリソースのグローノシリ ぬ サービ 

スビジネスの 部 冊ヒと 統合を進め、 一方は、 地域に密 

着したビジネスを 進めている。 また建築業の 30 年と 

いう建築物のライフサイクルに 対して、 を 丁 システム 
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はもっと短いライフサイクルであ る。 これらの市場の 

違いとサービスビジネスの 進化の関連の 分析を深め 

ていくことは 今後の課題であ る。 

スへ のシフトに対する 企業内での 

変化の例を 、 3 丁 企業の研究折の 変化を中心に 以下で 

示す。 元々研究所は 製品部門への 技術貢献が主な 目的 
であ った。 サービスビジネスが 収益の半分以上を 占め 

る中、 企業内研究所のサービスビジネスへの 貢献が求 

められている。 サービス は 製品に比べて。 新規 

のアクセス ( ザ一 ビスビジネスの 関係者が多く。 

の多様な要求が 存在し。 優先 @ 並 が 定まらない ) 。 期 

待 される開発期間 ( 投資による新規開発より、 現在 使 
用 可能な技術重視 ) 、 新規 案 採用における 低 リスク 重 
視 ま 重要 ) などサービスにおける 研究を進め 

る ま多レ 1 。 

これらの轍に 向けて、 サービス部 ヲ 
計図的な貢献実現に 
，新規アイデアに よ る 

顧客との共同プロジェクト ) 、 ⑪ T 音 

1 盤 0 鞄ぬ on  S ピ v 汰 es 。 ビジネスコ 

決 ) 。 市場実験等、 サービス部門との 車携 プ ロ 
グラムが れている。 図 8 はそれらの部門。 

階層での を 示す。 青手で示す製品部門との 
投資プロジェクトのための To もれ屯ヤ 。 鱗 am においてほ 

既にストラ テ ジックレベル㊦ ぇォ "c 

されている。 サービスにおいて " 

ぬ趙 er) 等の設置により 営業。 サービ 

ヒ が進められている。 
建築業においても、 サービスビジネスに 対応するた 

め研究所の事業部門。 市場 ( 顧客 ) 。 他社との協業が 

進められている。 

図 8  研究所のトランスフォーメーション 側こ 8 
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本報告で @  1 丁 。 建設業のサービスビジネスの 変 

化をケーススタディとして 示し目 俺 こを行なった。 市場 
の差異 は あ るが、 外文で示したとおりサービスビジネ 

スの進化において 運営サービスへの 展開など類似部 

分もあ った今後、 両者の差異。 類似点について 事例 
を 用い調査を行ないたい。 またこの変化における 研究 

所の役割は企業の 内部 ( 組織、 文化等 ) 、 外部 ( 市場。 

顧客の経営環境等 ) の属性によって 違いがあ ると予想、 
され " これらの 属サ窯ぢ よび関連の 

究による。 以卜に 予想 は れる属性を示す。 

研究所のサービス 貢献へのトランスフォーメ 
ーションに関する 属性 
研究対象。 適応される 技 衛の特徴 
宙 商品のライフサイウル 

8  開発される・ 適応される技術 
立した技術の 適応はサービス 分野でも起こりやす し 

アウトプットのインク 薄 片 
ぱ 既存技術の適応エリアの 拡大によるビジネスイン 7% 卜 
  新規協業 @rl ノ アの発見・開発容易性 

"" 。 フト定着 " かかる 鋳間 、 技 綺 開発時間 

" 部門・企業間の 達し @( 信頼度、 関係者の人数，プロジェクトの 期間、 文化 ) 
" 開発支援 暉瑛 
企業の D 湘 A 。 企業文化 
ぽ 潜水建設 r 先手先手の経営改革 @ や 「常にトツプレベルの 技術 開 
掻 EB 阿行 む田 ous テ o ㌃ S 亜 @ た角 ceand す echno わ fQya い し Ⅴ け a@ て 0 Ⅰ 
& 研究所の変革の 原動力 

顧客の需要、 経営 瞭 暁の変化、 市場， 叢 界の変化の速度 

最後に今後の 検 
①Ⅰ 丁 。 建築におけるサービスビジネスの 事例調査 

②サービスビジネスの 構造のモカ㎡ ヒ 

③ ザ一 ビジネスにおける 研究所価値の 検討 
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